
王
朝

交
代

と
出

版

和

刻

本

事

林

広

記

か

ら
見

た

モ

ン
ゴ

ル
支

配

下
中

国

の
出

版

森

田

憲

司

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で

『事
林
広
記
』
の
諸
版
に
つ
い
て
の
調
査
を

お
こ
な
い
、
機
会
あ
る
ご
と
に
報
告
し
て
き
た
が

(附

一
・
論
文
リ

ス
ト
参
照
)
、
諸
本
を
比
較
し
て
い
く
過
程

で
、
元
禄

一
二
年

(
一

六
九
九
)
刊
行
の
和
刻
本
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
本
と
異
な
る
要
素
を

多
く
有
す

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か

っ
た
。
筆

者
の
考
え

る
現
時
点
で
の
諸
本
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、
附
二
の

「
諸
本
関
係
表
」
に
示
し
た
が
、
極
端
な
言

い
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ

以
外
の
諸
本
の
全
て

(和
刻
本
と
同
じ
甲
～
癸
集
と

い
う
構
成
を
持

つ
後
至
元
刊
本
を
含
め
て
)
が
、

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
ヴ
ァ

リ
ア
ン
ト
で
あ
り
、
和
刻
本

の
み
が
別

の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い

る
。ま

た
、
和
刻
本
の
最
大
の
特
徴
が
、
南
宋
時
代

の
姿
を
色
濃
く
残

し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

「和
刻
本

『事

林
廣
記
』
に
つ
い
て
」
(森
田
九
三
b
)
で
紹
介
し
た
。
和
刻
本
の

持

つ

「宋
的
な
も

の
」
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
こ
の
論
文
の
主
題

で
は
な

い
の
で
、
こ
こ
で
は

一
例
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
が
、
例
え

ば
、
甲
集
巻

一
〇

・
宋
朝
世
系
門
に
は
、
宋

の
帝
室
に
か
か
わ
る
詳

　
　

マ

細
な
記
事
が
集
め
ら
れ
て
い
る

(図

一
)。

こ
の
よ
う
な
記
事
が
元

朝
に
な

っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
は
な

は
だ
疑
問
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
筆
者
は
、
こ
の
数
年
来
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

に
お
け
る
金
文
京
氏
を
中
心
と
す
る
共
同
研
究

の
場
で
、
『事
林
広

記
』
の
内
閣
文
庫
所
蔵
至
順
刊
本
を
精
読
す

る
機
会
を
得
て
、
和
刻

本
を
め
ぐ
る
よ
り
多
く
の
問
題
に
あ
ら
た
め
て
気
付
か
さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
、
旧
稿
で

「南
宋
的
な
も
の
」
と
し
て
指
摘
し
た
個
々
の
事

実
の
他
に
、
和
刻
本
が
、
版
式
に
か
か
わ
る
部
分
で
も
、
元
刊
本
と
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し
て
は
特
異
な
も

の
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
こ

か
ら
見
出

さ
れ
る
元
朝
時
代
江
南
に
お
け
る
出
版
に
関
わ
る
疑
問
に

つ
い
て
述

べ
て
み
た
い
と
考
え
る
。
な
お
、
問
題
は
版
刻
の
形
式
に

か
か
わ
る
も
の
が
多

い
が
、
利
用
す
る
の
は
和
刻
本
で
あ
り
、
底
本

と
考
え
ら

れ
る
泰
定
刊
本
の
版
式
を
ど
こ
ま
で
忠
実
に
模
し
て
い
る

ハ
　

ノ

の
か
と

い
う
疑
念
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
空
格
、
拍
頭
、
改
行
な

ど
を
、
和
刻
本
が
新
た
に
設
定
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
こ
こ
で

は
底
本
の
版
面
が
再
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
論
を
進
め
る
。
ま

た
、
論
文

の
性
格
上
多
く
の
図
版
を
掲
載
し
た
が
、
和
刻
本
に
つ
い

て
は
、

一
九
九
九
年
中
華
書
局
影
印
洋
装
本
か
ら
、
台
湾
故
宮
博
物

院
所
蔵
至
順
刊
本

(以
下
故
宮
本
)
に
つ
い
て
は
、

一
九
六
三
年
中

華
書
局
影
印
線
装
本
か
ら
、
図
版
を
作
成
し
た
。

さ
て
、
最
初
に
和
刻
本
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
L
に

も
書
い
た

よ
う
に
、
書
末
の
刊
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
は
元
禄

一
、
一

年
に
京
都

で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
甲
集
目
録
末
に
は
底
本

の
も

の
と
考
え
ら
れ
る

此
書
因
印
匠
漏
失
版
面
已
致
/
有
誤

君
ヱJ
今
再
命
工
修
補
/

外
新
増
添
六
十
鯨
面
以
廣
其
/
傳
収
書

君
子
幸
垂
竪
焉
/
泰

定
乙
丑
仲
冬

増
補

(/
は
改
行
、
以
下
同
じ
)

と

い
う
刊
記
が
刻
さ
れ
て
い
る

(他
の
集
の
目
録
末
に
は
刊
記
は
存

在
し
な

い
)
。
泰
定
乙
丑
は
、
泰
定
二
年

(
一
三
二
五
)
で
あ
り
、

現
存
す
る

『事
林
広
記
』
の
う
ち
、
最
古
の
も
の
は
故
宮
博
物
院
と

　
イ

し

内
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る
至
順
刊
本
と
さ
れ
る
本
で
あ
る
か
ら

(た
だ

し
、
二
本
は
異
本
で
あ
る
)
、
こ
の
刊
記
を
信
じ
る
と
す
れ
ば
、
和

刻
本
は

『事
林
広
記
』
の
最
も
古
い
版
本
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
先
述
の
よ
う
に
、
内
容
的
に
も
古
い
段
階
に
他
の
諸
本

と
分
離
し
た
と
考
え
ら
れ
る
本
文
を
持

つ
。
全
体
の
構
成
は
、
甲
～

癸
の

一
〇
集
か
ら
な
り
、
各
集
は
四
～

]
三
巻
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
構
成
は
、
他
に
は
後
至
元
六
年
刊
本

(北
京
大
学
本
、
書

陵
部
本
)
に
見
ら
れ
る
が
、
後
至
元
本
が
内
容
的
に
は
他
の
諸
本
と

共
通
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
は
、
L
述
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
図
二

以
下
の
各
項
目
で
も
そ
う
な

っ
て
い
る
。

さ
て
、
和
刻
本
に
含
ま
れ
る
南
宋
的
要
素
を
持

つ
記
事
を
見
て
い

く
う
ち
に
、
筆
者
は
奇
妙
な
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
れ
が
こ
の
論
文

で
紹
介
し
よ
う
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一

宋
朝

へ
の

「我
朝
」
、
「国
朝
」
、
「本
朝
」
と
言

っ
た
語
の
使

用

(図
二
、
三
、
四
、
五
、
六
)

二

宋
朝
関
係
の
語
句

へ
の
改
行
、
空
格
の
存
在

(図
七
、
八
、

九
、

一
〇
、

一
こ

で
あ
り
、

い
ず
れ
も
元
朝
時
代

の
出
版
物
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
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る
。以

下
、
ま
ず
、
個
々
の
箇
所
に
つ
い
て
簡
単
に
記
す
と
と
も
に
、

故
宮
本

で
は
そ
の
部
分
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
を
比
較
す
る
。
版
面

上
で
の
具
体
的
な
姿
に
つ
い
て
は
、
各
図
版
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

た

い
。
な
お
、
故
宮
本
と
は
兄
弟
関
係
に
あ
た
る
内
閣
文
庫
本
は
、

取
り
あ
げ

た
点
に

つ
い
て
は
、
故
宮
本
と

]
致
し
、
北
京
大
学
所
蔵

後
至
元
六
年
刊
本

(以
下
北
大
本
)
に
つ
い
て
も
、
「腰
帯
」
の
記

事
が
存

在
し
な

い
こ
と
を
除
け
ば
、
故
宮
本
と
同
じ
で
あ
る
の
で
、

注
記
は
省
略
し
た
。

図

二

甲

集

巻

一
∵

地

理

門

・
歴
代

国
都

「
f

国

悟

偽

悉

帰

我

/

宋

」

と

改

行

ま

で
し

て

い

る
。

た

だ

し

、

宋

の
開

封

、

杭

州

に

つ

い
て

述

べ
た

後

、

最

後

は

「
至

干

/
大

元

天

下

混

一
盛

　

哉

」

と

結

ぶ
。

故

宮

本

(
前

集

巻

三

・
地

輿

類

・
歴
代

国
都

)

で

は

、

「
十

国

惜

偽

悉

帰

子

宋
」

と

な

っ
て

い
る

。

図

三

甲
集

巻

四

・
節

令

門

下

・
…膿
月

「

本

朝

王

子

火

」

と

あ

り

、

宋

を

「
本

朝

」

と

呼

ん

で

い
る

。

ま

た

、

「
本

朝

」

の

ト

が

一
字

空

け

ら

れ

て

い

る

。

故

宮

本

(
前

集

巻

二

.
節

序

類

・
歳

時

雑

記

)

で

は

、

「
宋

王

丁

火
」

と

し

、

以

下

に
元

に

つ
い

て

の
記

事

が
付

け
加

え

ら

れ

て

い
る

。

図
四

甲
集
巻
八

(和
刻
本
は
六
に
誤
る
)

・
歴
代
門
下

「恭
帝
禅
位
我

宋
太
祖
」
と
あ

っ
て
、
や
は
り
太
祖

の
前
で
空

格
が
あ
る
。
た
だ
し
、
最
後
は

「度
宗
享

国
十
年

幼
君
嗣
位
未

幾
/
大
元

一
統
南
北
天
下
尽
帰
附
　
」
と
結

ん
で
い
る
。
故
宮
本
に

は
、
こ
れ
に
完
全
に
対
応
す
る
記
事
は
な

い
が
、
後
集
巻

一
・
歴
代

帝
王
伝
授
正
統
之
図
の
恭
帝
の
項
に

「禅
位
干
聖
宋
」
と
あ
る
。
故

宮
本
の
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
後
段
で
も
触
れ
る
。

図
五

戊
集
巻
六

・
服
用
起
源

・
腰
帯

「

本
朝
加
順
折
也
」
と
あ

っ
て
、
「本
朝
」

の
上
は

」
字
空
け

ら
れ
て
い
る
。
故
宮
本

(後
集
巻

一
〇

・
服
飾
類

・
服
用
原
始
)
で

は
、
「至
宋
朝
加
順
折
也
」
と
改
め
ら
れ
て

い
る
。

図
六

辛
集
巻
八

・
島
夷
雑
誌

・
三
仏
斉
国
、
単
馬
令

「
国
朝
屡
入
貢
」

(三
仏
斉
国
)
、
「
国
朝
慶
元
二
年

(下
略
)
」

(単
馬
令
)
と
、
「
国
朝
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
故
宮
本

(前
集
巻

五

.
方
国
類

・
方
国
雑
誌
)
で
は
、
「屡
入
貢
中
国
」

(三
仏
斉
国
)、

「宋
朝
慶
元
二
年

(下
略
)」

(単
馬
令
)
と
、
改
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
上
で
宋
朝
的
な
も
の
の
例
と
し
て
あ
げ
た
、
甲
集
巻

一
〇
の
宋
朝
関
係
記
事
の
う
ち
、
「列
聖
紀
年
」
で
は
、
各
皇
帝
の

年
齢
を

「聖
寿
」
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
同
種
の
例
と
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う

(図

一
)
。
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次
に
、
改
行
や
空
格
に
つ
い
て
挙
げ
て
い
く
。

図
七

丙
集
巻

一
・
素
王
事
実

・
宋
朝
褒
崇

こ
こ
で
は
、
宋
朝
の
皇
帝
関
係
の
語

へ
の
空
格
が
多
数
見
ら
れ
る
。

そ
の

一
部
を
挙
げ
る
と
、
各
皇
帝

の
名
前
や

「聖
旨
」
の
前
が
空
け

ら
れ
て
い
る
他
、
「建
隆
三
年
賜

御
製
賛
」

(太
祖
)
、
「齎
賜
/
太

宗
皇
帝
御
製
之
書
」
(真
宗
)、
「
賜

御
飛
吊
書
」
(仁
宗
)
、
「降

御

祭
文
」

(仁
宗
)
な
ど
が
あ
る

(ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
図
版
は

一
部

分
の
み
を
掲
げ
た
)。
故
宮
本

(後
集
巻
三

・
聖
賢
類
)
で
は
、
「歴

代
褒
典
」

の

一
部
分
と
な
り
、
文
章
は
変
わ

っ
て
い
な

い
が
、
空
格

は
無

い
。

図
八

丙
集
巻
二

・
伊
学
淵
源

「以
至

干
我
有
宋
/
聖
祖
受
命
」
と
あ
る
。
こ
の
文
章
自
体
は
、

朱
喜
…の

「
簾
渓
祠
堂
記
」
の
引
用
で
あ
る
か
ら
、
「我
有
宋
」
と
い

う
表
現
が
あ
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
が
、
聖
祖
で
改
行
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。
故
宮
本

(後
集
巻
五

・
聖
賢
類
)
も
同
文
で
あ
る
が
、

改
行
さ
れ

て
い
な

い
。

図
九

丁
集
巻
四

・
速
成
門

・
看
経
史
子
法

「宋
朝
自

太
祖
以
至
今
日
」
と
、
空
格
が
あ
る
。
故
宮
本
に
は

こ
の
項
に
対
応
す
る
記
事
は
な
い
。

図

一
〇

己
集
巻
四

・
天
師
宗
系

「詔
赴

徳
寿
宮
」

(第
三
二
代
、
第
三
三
代
)
、
「初

皇
子
魏

王
」
(第
三
三
代
)、
「召
赴

閾
」
(第
三
四
代
)
、
な
ど
が
見
ら
れ
、

さ
ら
に
各
皇
帝
の
名
前
の
前
も
空
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の

一
方
で
、

記
事
は
第
三
八
代
ま
で
続
き
、
元
の
成
宗
元
貞
年
間
に
及
ん
で
い
る
。

徳
寿
宮
は
高
宗
の
退
位
後

の
宮
殿
の
名
で
、
高
宗
を
指
す
。
故
宮
本

(続
集
巻

一
・
道
教
類

・
天
師
世
系
)
で
は
、
こ
れ
ら
の
空
格
は
、

存
在
し
な

い
。

図

=

辛
集
巻
八

・
島
夷
雑
誌

・
占
城
国

「建
隆
/
元
祐
嘗
入
貢
」
と
宋
の
年
号
で
改
行
し
て
い
る
。
故
宮

本

(前
集
巻
五

・
方
国
類

・
方
国
雑
誌
)
で
は
、
「
宋
朝
建
隆
元
祐

間
嘗
入
貢
中
国
」
と
続
け
て
書
か
れ
、
「今
大
元
云
々
」
と
続
く
。

こ
の
他
、
上
述
の
図
二
で
改
行
が
、
ま
た
図
三
、
図
五
、
図
七
で

は
、
空
格
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
指
摘

し
て
お
い
た
。

さ

ら

に

、

こ

こ
ま

で
明

白

な

も

の

で
は

な

い
が

、

歴

代

の
制

度

な

ど

に

つ

い

て
述

べ
る

際

に
、

五
代

以

前

の
皇

帝

に

つ
い

て
は

廟

号

で

呼

ん

で

い

る

の

に
対

し

、

宋

の
皇

帝

に

つ

い

て

は

、

「
太

宗

皇

帝

」

と

い
う

風

に
、

廟

号

プ

ラ

ス

「
皇

帝

」

の
形

式

を

用

い
て

い
る

こ
と

が
多

い
。

例

と

し

て
は

、

甲

集

巻

八

・
歴

代

門

、

丙

集

巻

一

・
素

王
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事

実

(
図
七

)

な

ど

を

挙

げ

る

こ
と

が

で
き

る

。

こ

れ

も

、

そ

れ

以

前

の
諸

朝

と

宋

朝

と

の
間

が

差

別

化

さ

れ

て

い
る

と

い
う

点

で

、

宋

朝

へ
の
尊

崇

を

示

す

表

現

の
形

式

の

一
つ
と

言

え

よ

う

。

改

め

て
言

う

ま

で
も

な

い
こ

と

で
あ

る

が

、

元
朝

支

配

下

に

、

宋

朝

を

、

「
我

朝

」
、

「
国

朝

」
、

「
本

朝

」

と

呼

び

、

宋

帝

の
年

齢

に

「
聖

寿

」

の
語

を

用

い
る

こ
と

は

、

通

常

は

考

え

ら

れ

な

い
こ

と

で

あ

る
。

ま

た

、
改

行

(
拾

頭

)

や
空

格

は

、
対

象

へ
の
敬

意

の
表

現

で
あ

り

、

既

に

滅

亡

し

た

王
朝

に
対

し

て
使

用

さ

れ

る

こ

と

は

、

不

自

然

で
あ

る

。

こ

の
よ

う

に
元

朝

支

配

下

の
出

版

物

と

し

て

は

不

自

然

な

箇

所

が

、
和

刻

本

に

は

散

見

す

る
。

し

か
も

、

個

々

の
例

を

紹

介

し

た

項

に
書

い
た

よ

う

に

、

「
歴

代

国

都

」

(
図

、
一)
、

「
歴

代

門

」

(
図

四

)
、

「
天

師

宗

系

」

(
図

一
〇
)

な

ど

に

お

い
て

は

、

引
き

続

い

て
元

代

の
記
事

が

あ

り

、

明

ら

か

に
元

朝

時

代

に

な

っ
て

か

ら

刻

さ

れ
た

(少

な

く

と
も

補

刻

さ

れ

た

)
版

木

に
よ

る
も

の
な

の

で
あ

る
。

た

だ

し

、
書

物

全

体

と

し

て
見

れ

ば

、

宋

を

「
宋
朝

」

と

突

き

放

し

て
呼

ん

で

い
る

場

合

の
方

が

多

く

、

こ

こ

に
挙

げ

た

の
は

、

あ

く

ま

で
も

例

外

的

現

象

と

言

え

な

く

も

な

い
。

し

か

し

、

そ

の

.
方

で

、

こ

れ

ら

の
箇

所

は

、

そ

の
後

の
元

刊

本

、

す

な

わ

ち

、

至

順
、刊

本

、

後

至

元

刊
本

に

お

い
て

は

、
す

で

に
上

の
各

項

目

で
述

べ
た

と

お
り

、

修

正

が

な

さ

れ

て

い
る

。

し

た

が

っ
て

、

こ

れ

ら

の
表

現

に

問

題

が

あ
る
と

の
認
識
が
こ
の
時
代

に
存
在
し
た
と
考
え

て
い
い
で
あ
ろ

う
。そ

し
て
、
至
順
刊
本
、
後
至
元
刊
本
に
も
、
同
種

の
表
現
を
残
す

箇
所
が
ま

っ
た
く
無
い
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
上
で
紹
介
し
た
、
故

宮
本
後
集
巻

一
・
帝
系
類

・
歴
代
帝
王
伝
授
正
統
之
図
の
後
周
恭
帝

の
箇
所
で
、
「禅
位
壬
聖
宋
」
と
あ
る
点
で
あ
る

(図
四
b
)。
こ
の

箇
所
は
、
後
至
元
刊
本

(丙
集
巻
L

・
帝
系
類
)
も
同
じ
で
あ
る

(和
刻
本

[甲
集
巻
八

・
歴
代
門
、
図
四

a
]
で
は
、
「禅
位
我
宋
太

祖
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
上
述
し
た
、
洪
武
刊
本
で
は

「大
宋
」

と
な

っ
て
い
る
)。
「宋
的
な
も
の
」

の
払
拭
は
い
ま
だ
完
全
な
も
の

と
は
な

っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
、
ど
う
考
え
れ
ば

い
い
の
だ
ろ
う
か
。
話

を
泰
定
刊
本
に
限
定
す
る
と
、
次

の
三
つ
の
可
能
性
が
、
想
定
で
き

る
。一

元
朝

の
出
版
法
制
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
問
題
に

さ
れ
な
か

っ
た
。

二

泰
定
の
刊
記
に
あ
る
よ
う
に
、
部
分
的
に
版
を
改
め
た
だ
け

で
、
全
体
と
し
て
は
南
宋
時
代
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

三

和
刻
本
は
全
面
的
に
泰
定
刊
本
を
底
本
と
し
た
の
で
は
な

く
、
南
宋
刊
本
を
用
い
た
箇
所
も
あ
る
。
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こ
の
う
ち
、
三
に
つ
い
て
は
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

和
刻
本
各
巻

の
巻
頭
、
巻
尾
の
書
名
に
ば
ら

つ
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
、

当
然
続
き

が
あ
る
べ
き
記
事
が
中
統
や
至
元
で
終
わ

っ
て
い
た
り
す

る
箇
所
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
点
か
ら
、
す
べ
て
の
巻
が
泰
定
本
を

底
本
に
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
と

い
う
疑
問
が
あ
る
こ
と
か
ら

コ
け

　

き
て
い
る

の
だ
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
我
宋
」
な
ど
の
表

現
が
あ
る
箇
所
に
も
、
元
朝
関
係
の
記
事
が
引
き
続

い
て
書
か
れ
て

い
る
場
合

が
あ
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
元
朝
に
な

っ
て
か
ら

の
刊
刻
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
図
七

の

「宋
朝

褒
崇
」
に
続
く

「廟
宅
宏
規
」
で
は
、
同
じ
葉
で
あ
り
な

が
ら
、
「
御
書
」
な
ど
の
語
に
空
格
が
無

い
、
し
か
も
徳
祐
で
結
ん

　
ら

　

で
い
る
の
で
、
や
は
り
元
に
な

っ
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
二
に
つ
い
て
言
え
ば
、
明
ら
か
に
倉
卒
の
際
に
内
容
を
元

朝
に
適
応

さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
、
和
刻
本
の
中
に
は
存
在
す

る
。
例
え

ば
、
甲
集
巻
六

・
歴
代
門
の
歴
代
図
は
、
最
後
に

「周
宋

大
元
」
と
列
挙
す
る
が
、
五
代
諸
朝
に
比
べ
て
こ
の
部
分
が
無
理
な

字
詰
め
と

な

っ
て
い
る
こ
と

(図

一
二
)、
「宋
朝
世
系
門
」
の

「世

系
図
」
で
は
、
度
宗
、
広
王
、
益
下
が
系
図
か
ら
離
れ
て
横
に
か
か

れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
し

(図

一
三
)
、

右
で
紹
介

し
た

「至
元
萬
萬
年
」
の
箇
所
の
文
字
の
表
記
も
不
自
然

で
あ
る

(図

一
四
)
。
こ
の
こ
と
は
、
泰
定
本
そ
の
も
の
が
合
せ
本

の
醗
刻
で
あ
る
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

さ
て
、

一
と
二
は
、
事
の
経
過
の
推
定
に
は
違
い
が
あ
る
が
、
元

朝
治
下
で
こ
の
よ
う
な
表
記
を
有
す
る
本
が
出
版
さ
れ
た
と
い
う
点

で
は
、
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
上
記
し
た
よ
う
に
、
至
順
刊
本

で
も
、
宋
朝
を

「聖
宋
」
と
表
記
し
た
箇

所
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
実
を
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

も
う
少
し
異
な

っ
た
側
面
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
壬

集
巻
三

・
作
神
主
式
の
神
主
の
図
で
は
、
神
主
の
後
面
が

「宋
故
某

官
某
公
諦
某
字
某
第
幾
神
主
」
と
な

っ
て
い
る

(故
宮
本
で
は

「故

某
官
某
公
云
々
」
と
あ
る
)
。
ま
た
、
故
宮
本

(前
集
巻

一
〇

・
家

礼
類
)
、
北
大
本

(乙
集
下

・
家
礼
類
)
の
図
で
は
、
神
主
前
面
の

文
字
が

「皇
考
某
官
封
誼
府
君
神
主
」
と
な

っ
て
い
る

(和
刻
本
で

は

「顕
高
祖
考
云
々
」
)。

(以
上
図

一
五
)
た
し
か
に
こ
の
図
は
程

伊
川
の

「
神
主
説
」

の
附
図
で
あ
り
、
「神

主
説
」
の
本
文
中
に
も

「宋
故
云
々
」

の
語
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
図
示
と

い
え
ば
そ
れ
ま

で
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に

「宋
」
の
文
字
を
用

い
る
の
は
、
や

は
り
不
自
然
で
あ
る
。

一
方
、
故
宮
本
、
北
大
本
に
見
え
る

「皇
考
」

の
文
字
を
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
用

い
る
こ
と
は
、
元
朝
の
法
制
で

は
禁
じ
ら
れ
て
い
た

(上
記
輪
読
に
お
け
る
櫻
井
智
美
氏
の
指
摘
に
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よ

る

)
。

後

者

の

問

題

に

つ

い

て

は

、

故

宮

本

別

集

巻

三

・
刑

法

お

へ

類

・
諸
條
画

・
諸
色
廻
避
に
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
見
出
さ
れ
る
。

応
諸
人
姓
名
、
並
合
廻
避
古
王
周
公
孔
子
名
誰
。
若
同
音
及
複

名

単
名
復
犯
者
不
在
此
限
。
諸
人
犯
官
称
及
龍
字
。
其
書
簡
内

不
得
用
萬
福
等
字
、
及
銘
施
牌
上
不
許
雛
刊
皇
考
批
字
様

(以

下
略

)

故
宮
本

に
は
欠
字
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
取

れ
な

い
箇
所
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の

「皇
考
皇
娩
」

の
使
用

の
禁
止
に
関
し
て
は
、
『元
典
章
』
巻
三
〇

・
礼
部
三

・
葬

礼

・
祖

先
牌
座
事
理
に
、
「祖
先
牌
座
」

へ
の
使
用
を
林示
じ
た
、
大

徳
四
年

の
中
書
省
の
次
口
が
あ
り
、
実
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
ま

っ
た
く
の
空
文
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な

お
、
同
じ
規
定
中
に
見
え
る

「萬
福
」
に
つ
い
て
は
、
故
宮
本
中
に

も
前
集
巻

一
〇

・
家
礼
類

・
祖
父
母
父
母
亡
答
人
啓
状
に
使
用
例
が

あ
る
他
、
金
氏
の
訳
注
が

『新
編
事
文
類
要
啓
筍
青
銭
』
で
の
使
用

例
を
挙
げ
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
禁
止
は
徹
底
し
て
い
な
か

っ
た
よ

う
だ
。

ま
た
、

こ
の
規
定
に
は
避
諦
に
つ
い
て
の
規
定
も
見
え
る
が
、
こ

れ
は
出
版
法
制
を
論
ず
る
と
き
に
必
ず
取
り
あ
げ
ら
れ
る
問
題
な
の

で
、
こ
こ
で
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
上
引
の
故
宮
本
で
は
、
文
字
の

欠
落
が
あ
る
の
か
、
意
味
の
通
ら
な

い
箇
所

が
あ
る
。
和
刻
本
壬
集

巻

一
・
至
元
雑
令
で
は
、
こ
の
箇
所
は

諸
人
姓
名
、
与
占
王
及
周
公
孔
子
同
者
並
合
廻
避
。
若
同
音
及

複
名
単
犯
、
或
単
名
複
犯
者
、
不
在
此
限
。
進
士
人
名
祖
犯
孔

ヱJ
名
、
並
合
廻
避
。
諸
人
不
得
犯
官
称
及
龍
字
。
其
書
簡
内
不

得
用
萬
福
等
字
。
(以
下
略
)

と
な

っ
て
お
り
、
「皇
考
娩
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
無

い
が
、
名
前

の
廻
避
に
つ
い
て
は
、
よ
り
明
瞭
な
規
定
と
な

っ
て
い
る
。

元
朝
に
お
け
る
避
諦
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
表
章
に
お
け
る

廟
誰
の
廻
避
に
つ
い
て
は
、
『元
典
章
』
巻

二
八

・
礼
部

一
・
進
表

に
、
科
挙
の
試
巻
に
つ
い
て
は
、
同
巻
三

一
・
礼
部
四

・
科
挙
程
式

條
目
や

『歴
科
三
場
文
選
』
巻
頭
の

「
聖
朝
科
挙
進
士
程
式
」
に
、

そ
れ
ぞ
れ
規
定
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
書
物
の

出
版
に
あ
た

っ
て
の
規
定
で
は
な

い
。

以
上
述
べ
て
き
た
問
題
点
に
つ
い
て
考
え

る
に
は
、
元
朝
時
代
の

出
版
に
か
か
わ
る
法
制
に
つ
い
て
知
る
必
要

が
あ
る
が
、
元
朝
の
出

版
法
制
に
つ
い
て
の
既
往
の
研
究
を
知
ら
な

い
。
宋
代
の
出
版
法
制

に
つ
い
て
は
、
仁
井
田
陞
氏
に
、
『慶
元
條
法
事
類
』
や

『宋
会
要
』

を
主
た
る
資
料
と
し
て
の
宋
代
出
版
法
に
つ
い
て
の
概
括
的
な
研
究

が
あ
り
、
仁
井
田
、
長
沢
規
矩
也
両
氏
の
問

に
は
、
避
誰
に
関
す
る
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リ

ノ

規
定
に
つ
い
て
議
論

の
往
復
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
述
べ
て
い

る
よ
う
な

王
朝
交
代
に
関
わ
る
前
朝

へ
の
表
現
に
つ
い
て
の
言
及

は
、
宋
代

に
関
し
て
も
知
ら
な

い
。

ま
た
、
元
朝
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
公
的
な
事
業
と
し
て
の
出
版

と

い
う
角
度
か
ら
の
言
及
が
、
杉
山
正
明
、
宮
紀
子
な
ど
の
諸
氏
に

　
ロ

よ

っ
て
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
和
刻
本

『事
林
広
記
』
の
底
本
の

場
合

の
よ
う
に
前
朝
に
か
か
わ
る
内
容
の
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

な

い
書
物
は
、
公
的
な
も

の
と
は
考
え
に
く

い
。
こ
の
時
代

の
民
間

出
版
物
に
対
す
る
法
的
規
制
が
ど
の
程
度
徹
底
さ
れ
て
い
た
の
か
、

と

い
っ
た
視
点
か
ら
の
研
究
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
い
ま
だ
存

在
し
な
い
よ
う
な
の
で
、
他

の
事
例
に
つ
い
て
参
照
す
る
す
べ
を
持

む

た
な

い
が
、
少
な
く
と
も
和
刻
本
か
ら
見
る
限
り
で
は
、
元
朝

の
こ

の
種

の
出
版
物
に
関
す
る
チ

ェ
ッ
ク
は
、
緩
や
か
な
も
の
で
あ

っ
た

と
考
え

て
い
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

異
民
族

の
中
国
支
配
と
漢
民
族
の
出
版
文
化
と
言
え
ば
、
す
ぐ
に

清
朝

の

「文
字
の
獄
」
が
連
想
さ
れ
る
が
、
こ
の
事
例
か
ら
見
る
限

り
、
元
朝

の
場
合
は
か
な
り
様
相
が
異
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
出

版
に
限
ら
ず
、
元
朝
の
江
南
支
配
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
社
会

の
末

端
に
ま
で
ど
の
程
度
に
徹
底
し
て
い
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
必

要
が
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え

て
い
る
。
『事
林
広
記
』
に

お
け
る
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ
て
き
た
よ
う
な
事
例
の
存
在
や
、
そ
の

他
の

「南
宋
的
な
も

の
」
の
残
存
は
、
こ
の
問
題
の
解
明
へ
の

一
つ

の
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

陳
垣
は
、
『史
諦
挙
例
』
に
お
い
て
、
も
と
も
と
元
代
の
避
諌
は

ゆ
る
や
か
で
あ

っ
た
と
し
て
実
例
を
挙
げ
、
『
元
典
章
』
所
収
の
延

祐
以
降
の
避
諦
に

つ
い
て
の
規
定
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
は
、
延
祐

の

科
挙
設
置
以
後
に
、
宋
金
人
の
為
し
た
こ
と
で
あ
る
」
と
言
う
。
ま

た
、
「
元
初
の
諸
帝
は
漢
文
を
習
わ
な
か

っ
た
、
ど
う
し
て
諦
を
忌

む
こ
と
を
知
ろ
う
か
」
と
も
言

っ
て
い
る

(
い
ず
れ
も

「第
八
〇

・

元
誰
例
」
)。
た
し
か
に
、
漢
民
族
の
側
か
ら

の
問
題
提
起
が
な
け
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
問
題
に
す
る
こ
と
も
な
か
ろ
う
。
と
す
れ

ば
、
故
宮
本

の
成
立
し
た
至
順
年
間
に
な
れ
ば
、
漢
民
族

の
中
に
、

宋
を

「我
朝
」
と
せ
ず
に
、
宋
朝
と
呼
ぶ
よ
う
に
意
識
が
変
わ

っ
て

き
た
こ
と
を
反
映
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
泰
定
二
年
か
ら
至
順
年

間
ま
で
は
数
年
し
か
隔
た

っ
て
は
い
な
い
が
、
和
刻
本
が
す
べ
て
泰

定
本
か
ら
来
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
ず
、
よ
り
古
い
形
を

残
す
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
こ
う
し
た
考
え
方
が
成
立
す
る
可
能
性

は
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
元
朝
初
期
に
は
意
識
の
上
で
宋

へ
の
想
い
が
残

っ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な

「宋
的
な
も
の
」
を
残
し
た
書
物
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を
流
通
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
、
そ
う
し

た
要
素
を
持

っ
た
書
物
の
流
通
を
可
能
に
す
る
、
元
朝
側
の
法
的
な

規
制
の
緩
や
か
さ
が
あ

っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
本
が
そ
も
そ
も
法
的
規
制
の
外
に
あ
る

も

の
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
も
で
き
る
。

以
ヒ

に
挙
げ
て
き
た
事
例
は
微
細
な
差
異
で
あ
り
、
筆
者
の
見
落

と
し
た
も

の
が
他
に
も
あ
る
と
思
う
。
『事
林
広
記
』
全
体
に
つ
い

て
さ
ら

に
精
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
表
記
が
和
刻
本
に
残

さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
問
題
の
所
在
は
よ
り

明
ら
か

に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
王
朝
交
替
に
お
け
る
出

版
者
側

の
対
応
、
さ
ら
に
政
権
側
の
施
策
と

い
う
問
題
は
、
『事
林

広
記
』

に
お

い
て
は
、
元
刊
本
だ
け
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
書

へ
お

陵
部
本
は
、
北
大
本
と
同
文
の
後
至
元
の
刊
記
を
有
し
、
し
か
も
そ

の
ひ
び
割
れ
が

.
致
す
る
こ
と
か
ら
、
北
大
本
と
同

一
の
後
至
元
刊

本
と
し

て
よ

い
も

の
で
あ
る
が
、
何

ヶ
所
か
で
、
「大
元
」
の
二
字

が
削
ら
れ

て
い
る
た
め
、
こ
の
本
が
印
刷
さ
れ
た
の
は
明
代
に
な

っ

て
か
ら

で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
戊
集
官
制
門
の
冒

頭
に
あ

る

「大
元
官
制
」
の
見
出
し
の

「大
元
」
が
消
え

て
い
る
の

で
あ
る
が
、
数
葉
後

の

「皇
元
朝
儀
之
図
」
の

「皇
元
」
は
そ
の
ま

ま
だ
し
、
本
文
中
で
は
、
大
元
の
語
や
、
改
行
、
空
格
は
維
持
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
明
刊
本

『事
林
広
記
』
と
の
記
事

の
比
較
や
、
明
代
の
法
制
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
『事

林
広
記
』
明
刊
本
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
を
期
し
た

い
。
『事
林
広
記
』
は
、
少

な
く
と
も
元
の
泰
定
、

お
そ
ら
く
は
そ
れ
以
前
か
ら
、
現
存
が
確
認

で
き
る
最
後
の
刊
本
が

現
存
す
る
明
の
嘉
靖
年
間
ま
で
、
三
百
年
と

い
う
長
期
に
わ
た

っ
て

出
版
さ
れ

つ
づ
け
た
書
物
で
あ
り
、
時
代
の
変
化
と
出
版
物
の
関
係

を
見
て
い
く
の
に
適
し
た
材
料
で
あ
る
と
言
え
、
多
方
面
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
元
の
記
事
が
明
刊
本
に
残
存
し

て
い
る
事
例
と
し
て
は
、
『新
編
事
文
類
聚
翰
墨
全
書
』
が
、
明
の

正
統
や
正
徳
の
刊
本
に
お
い
て
も
元
朝
の
科
挙
に
関
す
る
規
定
を
そ

の
ま
ま
残
し
て
い
る
と

い
っ
た
よ
う
に
、

『事
林
広
記
』
以
外

の
書

物
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
な
条
件
の
他
の
書
物
に
つ
い

て
の
実
物
調
査
に
よ
る
事
例
の
積
、み
重
ね
に
よ

っ
て
解
明
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
論
文
は
、
森
田
が
代
表
者
で
あ
る
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研

究

「東
ア
ジ
ア
の
出
版
文
化
」
計
画
研
究

「中
国
近
世
の
知
識

人
社
会
と
出
版
文
化

と
く
に
科
挙
関
係
資
料
と
類
書
を
中
心

に
」
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年

一
]
月

一
五
日
に
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1
註

 

(
2

)
大
谷
大
学
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
特
定
研
究
D
班
G
班
共
催
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

「
モ
ン
ゴ
ル
の
出
版
文
化
」
に
お
い
て
発
表
し
た
内

容
を
も
と
に
し
て
執
筆
し
た

(当
日
の
発
表
に
つ
い
て
は
、
予

稿
集
を
参
照
)
。
ま
た
、
文
中
で
挙
げ
た
事
例
の
中
に
は
、
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共
同
研
究
班
「
元
代
の
社
会
と
文
化
」

(班

長
金
文
京
氏
)
に
お
け
る
輪
読
の
中
で
諸
氏
が
指
摘
さ
れ

た
点

に
拠
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
研
究

班

に
参
加
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
お
教
え
を
た
ま
わ

っ
た
諸
氏
に
、

お
礼
申
し
上
げ
た

い
。

甲
集

巻

一
〇

・
宋
朝
世
系
門

に
は
、
次

の
記
事

が
収

め
ら
れ
て

い
る
。

宋
朝

世
系
図

族

派
字
詩

列
聖
紀
年

皇

帝
御
宝

こ
こ

で
は
、
そ

の
例
と
し

て
、
図

一
に

「
列

聖
紀

年
」

の
部
分
を
掲

げ

て
お
く
。
ま

た
、
「
世
系
図
」

は
、
纈

帝

に
遡

り
、
宗
室
諸
派

に
わ

た
る
詳

細
な
も

の
で
あ

り
、
度
宗

、
広
王

、
益
王

に

つ
い
て
は
、
横

に
書
き

加
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
図

一
三
を
参

照
。

後

述
す

る
よ
う

に
、
和
刻
本

の
底
本

に
は
、
合

せ
本

の
可
能
性
が
あ

る
。
し

か
し
、

和
刻
本

は
、
文
字

、
形
式

が
全
体

と
し

て
ほ
ぼ
統

一

(3

)

(
4

)

(
5
)

(
6

)

(
7

)

さ
れ

て
お
り
、

そ

の
点

か
ら
見
る
と
、
底

本

へ
の
忠
実

度

の
判
断

に

つ
い
て
は
、
保
留
が
必
要
か
も
し
れ
な

い
。

家
蔵
本

の
書
末

の
刊
記
は
次

の
と
お
り

元
禄
十

二
姑
洗

月

京
極

通
五
條
上

ル
町
/
中

野
五
郎
左
丘
ハ
門
/

同
松
原
下

ル
町
/
山
岡
市
兵
衛
板
行

た
だ
し

、
こ

の
刊

記
に

つ
い
て
は
、
出
版
者

の
部
分

に
何
種
類

か
あ

る

こ
と

に

つ
い
て
は
、
長
沢
規
矩
也
氏
が

『和
刻
本
漢

籍
類
書
集
成
』

巻

一
所

収

の
和

刻
本

に
付

さ
れ
た
解

題
で
指
摘

さ
れ
て

い
る
。

た
と

え
ば
、
中
華

書
局
影

印
本

で
は
、
「
京
極
通

五
條

h
ル
町
/
今
井
七
郎

兵
衛
/
同
松
原
下

ル
町
/
中
野
五
郎
左
衛

門
」

と
な

っ
て

い
る
。

厳
密

に
言

え
ば
、

こ

の
年
代
比
定

は
問
題
無

し
と
し
な

い
こ
と

に

つ

い
て
は
、
森

田
九
三

a
を
参
照

の
こ
と
。

詳

し
く

は
、
森
田
九
三

b
を
参
照

し
て

い
た
だ
き
た

い
が
、
例
え
ば
、

甲
集
巻

九

「
正
統
門
」

の
歴
代

の
元
号

は

「今

上
皇
帝
/
中
統

五
年

至
元
萬
萬
年
」

で
終
え
ら
れ

て
い
る
。

(図

一
三
)

「
宋
朝
褒

崇
」

の
記
事

が
、
紹

興

一
四
年

の
太

学
行
幸

で
終

わ

っ
て
、

以
後

の
南
宋

関
係

の
記
事

が
無

い
の
も
奇
異
な

感
じ
が
す

る
。
あ
る

い
は

、
元

に
な

っ
て
の
改
訂

の
際

に
、

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
た
め

に
南
宋

の
記
事
を
削

っ
た

の
か
も
し
れ
な

い
。

た
だ

し
、

こ
の
こ
と
は
、
和
刻

本

の
底
本

が
複
数

で
あ

る
可
能
性
を

否
定
す

る
も

の
で
は
な

い
。

『事
林
広

記
』
が
室
町
時
代
か
ら

日
本

に

伝
来

し
て

い
た

こ
と
は
文
献
的

に
確
認

で
き

る
。
『
事
林
広
記
』

の
日

本

へ
の
伝
来

は
興
味

深

い
問
題

で
あ

る
が
、

こ
れ

に

つ
い
て
は
、
さ

ら
な

る
調
査

や
、
古
辞

書
に
お
け

る

『
事
林
広

記
』

の
引

用

に

つ
い
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(
8
)

(
9
)

(
10
)

(
11

)

て

の
国
語

学
分
野

に
お
け

る
研
究

の
参
照

が
必
要
と

な
る

の
で
、
別

の
機
会

と
し
た

い

(追

補
参
照
)
。

さ
ら
に
、
和
刻
本

の
底

本
と
さ
れ

る

「
泰
定
本

」
そ

の
も

の
が
合
せ
本

で
あ

っ
た
可
能
性

も
考
え

て
お

く
必
要

が
あ

ろ
う

。

以

下
、

こ

の
規

定

に
関
し

て
は

、
金
文

京
編

「
『事

林
広

記
』
刑

法

類

・
公
理
類

訳
注
」

(
『
東
方

学
報
』

京
都
七

四

二
〇
〇
二
)

に
拠

っ
た
。

元
朝
時
代

の
文
字

の
使
用

に
関
す

る
規
定
と

し

て
は
、
表

章
、
試

巻

で
の

「
悪
字
」

の
使
用

の
禁
止
も

あ

る
が

(例
え

ば

『
元
典
章
』
巻

二
八

・
礼
部

一

・
表
章
廻
避
字
様
参

照
)
、

こ
こ
で
は
直
接
関
係

し
な

い
の
で
触
れ
な

い
。

仁

井

田
陞

「
慶
元
條
法

事
類
と

宋
代

の
出
版
法
」

(『
書
誌

学
』

四
ー

五
、

一
九

三
五
、
後
、
『
中
国
法
制
史
研
究

法
と
慣
習

・
法
と
道
徳
』

所
収
)
、
同

「宋

会
要
と
宋

代

の
出
版
法
」

(『
書
誌

学
』

一
〇
ー

五
、

一
九
三
八
、
後

、
『
中
国
法
制
史

研
究

法
と
慣
習

・
法

と
道
徳
』
所

収
)
、

で
は
、
宋
代

の
出
版
法
規

に

つ
い
て
、
出
版
禁

止

の
対
象
、
出

版

審
査

、
出

版
者

保
護

規
定

、
避

諦
な

ど

に
分
け

て
論
じ

て

い
る
。

ま

た
、
長

沢
規
矩

也

「
宋

刊
本

の
閾
本

に

つ
い
て
仁
井

田
博
士

の
教

を
乞

ふ
」

(『
書
誌
学
』

一
〇
ー

二
、

一
九
三
八
)
が
あ

る
。

杉
山

、
宮
両

氏
を
は
じ

め
と
し

て
、
元
朝

に
お
け

る
出
版
を

め
ぐ
る

研

究
は
、

近
年
新

し

い
展
開

を
見

せ

つ
つ
あ

る
。

こ
う

し
た
研
究

状

況

に
関
し

て
は
、
櫻

井
智
美

氏
が

「
口
本

に
お
け
る
最

近

の
元
代

史

研
究
ー

文
化
政
策
を

め
ぐ

る
研
究
を
中
心

に
」

(中
国
史
学

一
二

二

〇
〇
二
)

に
お

い
て
、
整
理

、
紹
介

さ
れ

て

い
る

の
で
、
参
照

し
て

(
12
)

(
13

)

(
14

)

い
た
だ
き
た

い
。

元
代

の
出
版

に

つ
い
て
概

述
し
た
も

の
と
し

て
、
李
致

忠
氏

の

『
歴

代
刻
書
考
述
』

(巴
蜀
書
社

一
九
九
〇
)
が
あ
り
、
出
版
禁
令

に

つ

い
て
の
項

も
あ
る
が

、
こ
う
し

た
問
題

に

つ
い
て
は
触

れ
ら
れ

て

い

な

い
。

刊

記
は

「
至
元
庚

辰
良
月
鄭
氏

積
誠
堂
刊
」
。
「
至
元
庚
辰
」

は
、
後

至

元
六
年

(
一
三
四
〇
)
。

科
挙

に
関
す

る
規
定

は
、
米
沢
市

立
図
書
館

所
蔵
元
泰
定
刊

本

で
は

庚
集

に
収
め
ら
れ

て
い
る
が
、

『
四
庫
全
書
存

目
叢

書
』
本

(底
本
は

明
初

刊
本
と
す

る
)

や
、
京

都
大
学

附
属
図
書
館

近
衛
文
庫
所

蔵
正

統
丙

寅
翠
巖
精
舎

本
、
内

閣
文
庫
所
蔵

正
徳
元
年

王
氏
善
敬
書
堂

刊

本
な

ど

の
明
刊
本

も
、

い
ず

れ
も
辛
集

巻
九

に
同
内

容

の
記
事
を

載

せ

て

い
る
。
そ

の
他
、
元
明

文
献
中

の
元
朝

科
挙

関
係
資

料

に

つ
い

て
は

、
森

田

「元
朝

の
科
挙
資

料
に

つ
い
て
」

(
『東
方

学
報
』
京
都

七
三

二
〇
〇

↓
)
を
参

照
さ
れ
た

い
。
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附

一

『事

林

広

記

』

に
関

す

る

筆

者

の

既
発

表

論

文

関
干

日
本
現
存

「
事
林
広
記
」
諸
本

郵
広

銘

・
漆
侠

編

『
国

際
宋
史

研
討
会
論
文

選
集
』

(河
北
大

学
出
版

社
)

一
九
九

二

『
事
林
広
記
』

の
諸
本

に

つ
い
て

国
内

所
蔵

の
諸
本

を
中
心
に

『
宋
代

の
知
識
人
』

(宋
代
史

研
究
会

研
究
報
告

四
、
汲
古

書
院
)

一

九
九

三

a

附

二

隼 事
林
広
記
諸
本
関
係
表

刺(至元刊 十集

1

(泰定本)

(前至元本)

(至順原本)

故宮至順本
=中 華書局線装本

京大学後至元十集本
=中 華書局洋装本

洪武本

目
国内明刊諸本 成化本 和刻本

=汲 古書院影印本

和
刻
本

『
事
林
廣
記
』

に

つ
い
て

聯
合
報
文
化

基
金
会
国
学
文
献
館
編

『第

六
届
中

国
域

外
漢
籍
国
際
学

術
会
議
論
文
集
』

(台
北

聯
経
出
版
社
)

一
九
九

三
b

事
林
広
記

経
書
か
ら
生
活

の
知
恵
ま

で

『
月
刊
し

に
か
』

一
九
九

八
年
三
月
号

一
九
九
八

関
干

日
本
現
存

「事
林
広
記
」
諸
本

『事
林
広
記
』

(中
華
書
局
)
付
録

二

一
九
九
九

※

一
九
九

二
年
論
文

の
改

訂
版

添郁し存現は内
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附

三

現

存

『事

林

広

記
』

諸

本
表

事
林
広
記

の
諸
本

に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
何

回
か
リ

ス
ト
を
作
成
し
、

発
表
し

て
き
た

が
、
こ
の
間

に
、
わ
ず

か
な

が
ら
新

た
な
知
見
を
え
た

の
で
、

そ

れ
を

加
え

て
改
定

し
た
も

の
を

こ
こ
に
附
載
す

る
こ
と

に
し

た
。
本
表

の

作
成

に
当

っ
て
は
、
金
文

京
氏
を
は
じ
め
と
す

る
諸
氏
か
ら

の
情

報
提
供

に

負
う

と
こ
ろ
が
大
き

い
。

記
し

て
感
謝
申

し
上
げ
る
。
な
お
、
以

下

の
書
名

は
、
巻

↓
巻

頭
の
も

の
に
よ
る

(巻
に
よ

っ
て
里
ハな
る
場
合
が
あ

る
)。

A

元
刊
本

a

至

順
、刊
本

内
閣
文
庫

蔵
本

四
集
五

〇
巻

(綾
集
巻

五
ー
九

閾
)

「内

容
か

ら
至
順
中

(
一
三
三
〇
-

三

二
)
刊
本
と
推
定
」

書
名

新
編
纂
圖
増
類
群
書
類
要
事
林
廣
記

刊
記

事
林

一
書
資
於
博
物
治

聞
之
七
尚
臭
道
散

天
下
事

無
不
該
物

元

不
貫
其
紀
載

容
有
能
尽
之
者
乎

是
編
増
新
補
禽
視

亡
本
特
加
詳

焉
収
書

君
子
/
幸
竪

西
園
精
舎

苔

*
た
だ
し
、

こ
の
木
記
は
、
切
取
、
貼
込
ま

れ
た
も

の

b

後
至

元
刊
本

北
京
大
学

図
書
館
蔵
至
元
庚
辰

(六
/

一
三

四
〇
)
刊
本

一
〇
集
二
〇
巻

*
『
中
国
古
籍
善
本
書
目

子
部
下
』
、
『北
京
大
学
図
書
館
蔵
善
本
書
録
』
、

『北
京
大
学
図
書
館
蔵
李
氏
書
目
』
著
録
、
李
盛
鐸
木
犀
軒
旧
蔵
書

書
名

纂

圖
増
新
群
書
類
要
事
林
廣
記

刊
記

至
元
庚
辰
良
月
鄭
氏
積
誠
堂
刊

部
分
的
に
書
陵
部
本
と
差
異
あ
り

(ご
く
わ
ず
か
)

*
影
印

本

北
京

中
華
書
局

(
一
九
九
九
)

宮
内

庁
書
陵
部
蔵
至
元
庚
辰

(
六
/

一
三
四
〇
)
刊
本

○
集
二
〇
巻

書
名

纂
圖
増
新
群
書
類
要
事
林
廣
記

刊
記

至
元
庚
辰
良

月
鄭
氏
積
誠
堂
刊

部
分
的
に
改
修

の
痕
跡

(
「大

元
」

の
削
除

)
が
あ
り
、
元
刊
明
修
か

佐
賀
県
武
雄
市
教
育
委
員
会

蔵
零
本

(
甲
乙
集

)
[未
見
]

高
山
節
也

「
佐
賀

鍋
島

諸
文
庫
蔵
漢
籍
元
版

に

つ
い
て
」

(
『汲
占
』

九

一
九
八
六
)

に
よ
れ
ば
、
書

陵
部
本
と

同
版
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故
宮
博
物
院
蔵
本

四
集

四
二
巻

[内
容

か
ら
至

順
中
刊
本
と
推
定
]

書
名

新
編
纂
圖
増
類
群
書
類
要
事
林
廣
記

刊
記

内

閣
文
庫

本
と
同
文

、
た
だ

し
、
文
末

は

「
椿
荘

書
院
謹
沓
」

と
な

っ
て

い
て
、
内

閣
文
庫

本
と
異

な

っ
て

い
る
。

*
影
印
本

北
京

中
華
書

局

(
一
九

六
三
)

[
香
港
某

社
、
京
都

中

文
出
版
社

(
一
九

八
八
)
の
再
影
印

本
あ
り
」

B

明
刊
本

a

洪
武
刊
本

慶
鷹
大
学
図
書
館
蔵
洪
武
壬
申

(二
五
/

一
三
九

二
)
刊
本

六
集
三
五
巻

書
名

新
編
纂
圖
増
類
群
書
類
要
事
林
廣

記

刊
記

洪
武
壬
申
梅
渓
書
院
重
刊

*
東
洋
文
庫
本
と
同
版
か
。
田
中
葦

一
郎
旧
蔵

。



東
洋

文
庫
蔵
本

五
集

二
九
巻

書
名

新
編
纂
圖
増
類
群
書
類
要
事
林
廣
記

(
「新
集
」
閾
)

刊
記
な
し

*
慶
鷹
大
学
本
と
同
版
か
。
葉
徳
輝
旧
蔵
。

b

永

樂
刊
本

静
嘉
堂

文
庫
蔵
永
楽
戊
戌

(
一
六
/

.
四

一
八
)
刊
本

六
集

一
二
巻

書
名

新
編
纂
圖
増
新
群
書
類
要
事
林
廣
記

刊
記

永
樂
戊

戌
孟
春

翠
巖
精
舎
新

刊

(前

集
目
録
後

)
、
呉
氏

玉
融

書
堂
刊

(外
集
末
)

*

『
儀
顧
堂
績
践
』

・
『
酷
宋
櫻
蔵
書
志
』
著
録
本
、
毛
氏
汲
古
閣
旧
蔵

南
京

図
書
館
蔵
本

[未
見
、
『
明
代
版
刻
綜
録
』

に
よ

る
」

傅
増
湘

旧
蔵
本

[未
見
]

『
讐
鑑
概
善
本

書
目
』
巻
三

「纂

圖
増
新

群
書
類
要
事
林
廣

記
」

六
集

.

二
巻

(永
楽
刊
本
)

『蔵

園
訂
補
鄙

亭
知
見
伝
本
書
目
』
に

「
補
、
余
蔵
」
と
あ
る
。

c

成

化
刊
本

国
家

図
書
館
蔵

明
成
化

一
四
年

(
一
四
七
八
)
鍾
景
清
増
補
劉

廷
賓
等
刊
本

四
集

四
〇
巻

書

名

新
編
纂
圖
増
類
群
書
類
要
事
林
廣
記

刊
記

巻
頭
に
成
化

一
四
年
福
建
布
政
司
左
参
政
李
昴

の
序
文
あ
り

*
和
刻
本
影
印

本

の
解
題

(長

沢
規
矩
也

一
九
七

六
)
が
、
故
宮

に

明
成
化

一
四
年

(
一
四
七
八
)
福
建
刊

四
〇
巻
本
あ
り
と
す
る
の
は
、

こ
れ
か
。

*
別
集
巻
六
至
巻

,
○
の
内
題
は

「新
編

纂
圖
尺
騰
笙
蹄
事

林
廣
記
」

と
な

っ
て
お
り
、
他
本

に
な

い
内
容
を
含
む
。
ま
た
、
他

の
明

刊
本

に
あ

る
項
目
が

こ
の
本

で
は
欠

け

て
い
た
り
、
「
家
礼
」

類

の
明

代

礼
制
に

つ
い
て
は
、
洪

武
刊
本
と
同
内
容

で
、
永
楽
以
後

の
明

刊
本

と
は
異
な
る
な
ど
、
独
自

の
構
成

、
内
容
を
持

つ
。

南
京

図
書
館

蔵
本

[未
見
、
『
明
代
版
刻

綜
録
』

に
よ
る
」

新

編
纂

圖
増
類
群

書
類
要
事
林
廣

記
四
〇
巻

成
化

一
四
年

(
一
四
七
八
)

建
陽
書
林
劉
廷

賓
刊

英

国
ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ
大

学
図
書
館
明
成
化

一
四
年

(
一
四
七

八
)
福
建

刊
四

〇
巻
本

(
一
九
六
三
年
影

印
本
胡
道

静
前

言
に
言

及
)

d

弘
治
刊
本

米
澤
市

立

図
書
館
蔵

弘
治

壬
子

(
五
/

一
四
九

二
)
刊
本

六
集

一
二
巻

「外
集
上
冊
は
鋤

配
、
和
刻
本
に
よ
る
か
」

書
名

纂
圖
増
新
群
書
類
要
事

林
廣

記

刊
記

弘
治
壬
子
孟
冬

吉
旦
唐

氏
進
徳
精
舎
新
刊

*
調
査
は
焼
付
写
真
に
よ

っ
た

内
閣
文
庫
蔵
丙
辰

(九
/

一
四
九
六
)
刊
本

六
集

一
二
巻

書
名

纂
圖
増
新
群
書
類
要
事

林
廣

記

刊
記

弘
治
丙
辰
孟
冬
吉
巳
唐

氏
進
徳
精
舎
新
刊
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*

『明
代
版
刻
綜
録
』

に
弘
治

九
年

刊
本
あ
り

[
所
蔵
者
不
明
]

e

嘉
靖
刊
本

『
明
代

版
刻
綜
録

』
所
載
嘉

靖

二
〇
年

(
一
五
四

一
)
飴

氏
敬
賢
堂

刊

「新

刊
纂
圖
大
字
群
書
類
要
事
林
廣
記
」

[所
蔵
者

不
明
」

『
中
国
古
籍
善
本
書
目

子
部
下
』

(上
海
古
籍
出
版
社

一
九
九

六
)
所
載

遼
寧
図
書
館
所
蔵

嘉
靖

二
〇
年

(
一
五
四

一
)
飴
氏
敬
賢
堂

刊

「
新
刊
纂

圖
大
字
群
書
類
要
事

林
廣
記
」
存
巻

五
巻

(後
集
巻

二
、
続
集

巻
三
、
別

集
巻
四
、
外
集
巻
六
、
新
集
巻
五
)

f

其
他

明
刊
本

尊

経
閣
文
庫
蔵

明
刊
本

六
集

一
二
巻

書
名

纂

圖
増
新
群

書
類
要
事
林
廣
記

刊
記

な
し

*

『尊

経
閣
文
庫

漢
籍
分
類

目
録
』

(
一
九

三
四
)

も

、
明

ら
か
に
明

刊
本

*
東
洋
文
庫
所
蔵
焼
付
写
真

に
よ
り
調
査

は
元

刊
本
と
す

る

山
東
省
図
書
館
蔵
本

[未
見
]

*

『
中
国
古

籍
善
本
書

目

子
部
下
』

に

「
纂
圖
増
新
群

書
類
要
事
林

廣
記
」

(前
集

二
巻

、
後

集

二
巻

)
明
初

刻
本
と
あ

る
が
、

こ

こ
に

仮

に
附
す
。

二
〇

〇

一
年

の
金
文

京
氏

の
調
査

に
よ
れ
ば
、

「
前
集

上
下
巻
、
後
集
上
下
巻
、
刊
記
無

し
」
と

の
こ
と

で
あ

る
。

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
大
木
文
庫

蔵
零
本

(別
集
巻

四
の
み
)

書
名

新
刊
纂
圖
群
書
類
要
事
林
廣

記

*
別
集
巻
四
と
あ

る
以
上
、
六
集

一
二
巻
本

で
は
な

い
こ
と
は
確
か
で
あ

る
が
、
零
本
で
あ

る
こ
と
も
あ

っ
て
、
十
分
な
検
討
が
で
き

て
い
な

い
。

g

北
京
図
書
館
編

『
北
京

図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
所
載
明
紗
本

纂

圖
増
新
群

書
類
要
事
林
廣
記

外
集

二
巻
別
集
二
巻

纂
圖

類
聚
天
下
至
寳
全
補
事
林
廣
記

[巻

一
一
聖
賢
類
」

*

『
中
国
古
籍
善
本
書
目

子
部

下
』
に
二
冊
と
も
著
録

さ
れ

て
い
る
。

北
京

図
書
館
が

こ
れ
ら

の
本
を
明
代

の
も

の
と

判
定
し
た
根
拠
は
不

明
。

一
九
九

一
年

に
北
京
滞
在
中

の
友
人

に
依
頼

し
て
現
物
を
閲
覧

し
て
も

ら

っ
た
報
告

に
よ
れ
ば
、
前
者
は

、
我

国
に
も
多

い
六
集

一

二
巻
本

の
系

統

の
本

で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た

、
後
者

は
、
巻

一

一
の
み
の
零
本
で
、
内
容
は

「
聖
賢
類
」

で
あ

る
と

い
う

こ
と
で
あ

る
が
、
他

に
例

の
な

い
書
名

で
あ
り
、
ま

た
、
「
聖
賢

類
」
が
巻

一

一
の
本
は
他
に
な
く
、
版
本
の
系
統

は
見
当

が

つ
か
な

い
。

h

書
目
類
所
載

明
周
弘
祖
撰

『古
今
書
刻
』
上
編
臨
江
府
所
載
臨
江
府
刻
本

明
趙
碕
美
撰

『脈
望
館
書
目
』
子
類
三
所
載
本
二
種

前
後
続
別
新
外
共
六
集
八
本

新
外
二
集
二
本

清
丁
日
昌
撰

『持
静
齋
書
目
』
巻
三
所
載

「群
書
事
林
廣
記
」

一
、
後
集
巻
之
二

(宋
刊
本
)

前
集
巻
之

一70一



C

羅
振
常
撰

『善
本
書
所
見
録
』
巻
三
所
載

「新
編
纂
圖
増
類
群
書
類
要
事

林
廣
記
」
四
〇
巻

(明
刊
黒
口
本
)

和
刻
本

一
〇
集

九
四
巻

書
名

新
編
群
書
類
要
事
林
廣
記

刊
記

此
書

因
印

匠
漏
失
版
面

已
致

有
誤

君
子
今

再
命

工
修
補
外
新

増
添
六
十
飴

面
以
廣
其
傳
収
書

君
子
幸
垂
竪
焉

/
泰
定
乙
丑
仲

冬

増
補

(
二
/

一
三
二
五
)

元
禄

一
二
年

(
一
六
九
九
)
京
都
今
井
七
郎
兵
衛

、
中
野
五
郎
左
衛
門
刊

影

印
本

『
和
刻

本
類
書

集
成

』
第

一
巻

(
汲
古
書

院

一
九
七

六
)
、

上
海

古
籍

出
版

社
影

印
本

、
中
華

書

局
影
印

本

(
一
九
九

九
)
。

ま
た

、
篠

田
統

他
編

『
中
国
食

経
叢
書

』

(
一
九
七

二
)
上
巻

に

も
、
癸
集
巻

一
～
五
の
み
影
印

さ
れ
て

い
る
。

追
補本

稿
校
正

中
に
、
磯
部
彰

氏
が
金
沢
市
立
図
書
館

所
蔵

の
元
刊
本
と
考

え

ら
れ

る

『
事
林

広
記
』

零
本
を
紹

介
さ
れ

て

い
る

こ
と

を
知

っ
た

(
「加

陽

所
見
宋

元

版

・
旧
紗
本

・
古

活
字
本

提
要
」

『富

山
大

学
人

文
学

部
紀
要

』

九

一
九
八

五
)
。
同

氏

の
報
告

に
よ
れ
ば

、
同
書

は
丁
集

上
下
巻

の
零
本

で
、
内
容

は
、
北
京
大

・
宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵

の
後

至
元
刊
本

の
丁
集

と
同

じ
く
三
教

の
部
分

で
あ

る
が
、
あ
き
ら
か

に
同

一
版
本

で
は
な

い
と

の
こ
と

で
あ

る
。
し

た
が

っ
て
、

こ
れ
ま

で
知

ら
れ

て
い
な

か

っ
た

『
事
林
広

記
』

の
版
本

で
あ
る
。
同
氏

の
報
告
に
は
、
国
内

の

『事

林
広
記
』

諸
本
に

つ
い

て
も
若

干

の
言
及

が
あ

り
、
先
行
研
究
と
し

て
論
文
中

で
取
り

上
げ

る
べ
き

も

の

で
あ

り
な
が

ら
、
見
落
と

し
て

い
た
。

不
明
を
お
詫

び
す
る
。
な

お
、

こ

の
本

に

つ
い
て
は
、
井
上
進

氏
も

「
旧
書
筆

記

(
五
)
1

金
沢

の
漢
籍
」

(『颯

風
』

三
六

二
〇
〇
二
)
に
お

い
て
紹
介

さ
れ
て

い
る
。

ま
た

、
『
事
林
広

記
』

の
日
本

へ
の
伝
来

の
時
期

に

つ
い
て
、

二
〇
〇
二

年

秋
に
京
都
大
学
総

合
博
物
館

で
開
催
さ
れ
た
展
示
会

「
学
び

の
世
界

【
中

国
と
日
本
」

の
図
録

(京
都
大
学
附
属
図
書
館
編
集
発

行
)

の
和
刻
本
事
林

広
記

の
項

に
お

い
て
、
井
上
充
幸
氏
は
、
国
会

図
書
館

蔵
五
山
版

『
歴
代
帝

王
紹
運

図
』

に

『事

林
広

記
』

へ
の
言

及
の
あ
る

こ
と

を
紹
介
し

、
「
登
場

後
あ
ま
り
時
を

お
か
ず
日
本

に
も
舶
載

さ
れ
、
主

に
五
山

の
学
僧
た
ち
に
よ

っ
て
盛

ん
に
研
究

・
利
用

さ
れ
た
」
と
述

べ
ら
れ

て

い
る
。
な

お
、
『
李
朝

実
録
』

に
は
、
成
宗

一
六
年

(
一
四
八
五
)
に
大
内
氏
か
ら

の
使
節
が
求
め

た
書
物

と
し

て
、
『
事
林
広

記
』

の
名

が
見
え
る

こ
と

か
ら
、

『事

林
広
記
』

の
伝
来

に
関
し

て
は
、
朝
鮮
を
経
由

し
て
の
伝

来
や
朝
鮮
本

の
存
在

の
可
能

性
も
、
考
慮

に
入
れ

て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。
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